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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演奏操作子部が設けられた楽器本体と、
　前記楽器本体における前記演奏操作子の後方に設けられた操作パネル部と、
　前記楽器本体における前記操作パネルの後方に取り付けられた蓋固定部と、
　前記蓋固定部の前部にヒンジ部を介して回動可能に連結され、回動することにより前記
演奏操作子部と前記操作パネル部との表面を開閉する蓋部と、
　前記蓋固定部の前部に固定された係止部材と、
　前記操作パネル部を前記楽器本体に固定する固着部材と
を備え、
　前記蓋固定部の後部を固定部材によって前記楽器本体に固定し、前記蓋固定部の前部を
前記係止部材と前記固着部材との係合によって前記楽器本体と前記操作パネル部とに対し
て固定することを特徴とする楽器。
【請求項２】
　前記係止部材および前記固定部材が前記蓋固定部の下面に固定され、前記係止部材と前
記固着部材とは互いに係合可能な係合片と係合穴とによって係合する請求項１に記載の楽
器。
【請求項３】
　前記楽器本体が側板を備えており、前記操作パネル部は前記固着部材によって前記側板
に固定されている請求項１または２に記載の楽器。
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【請求項４】
　前記楽器本体が備える側板に取り付けられたダンパ機構本体と、一端が前記ダンパ機構
本体に回動自在に保持され、他端が前記蓋部に回動自在に保持されたステーとを備えた請
求項１ないし３のうちのいずれか一つに記載の楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、楽器本体の表面を開閉する蓋部を楽器本体に連結するための蓋固定部と、楽
音パラメータ設定操作子が設置された操作パネル部とを備えた楽器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、楽器本体に、鍵盤からなる演奏操作子部および楽音パラメータ設定操作子が
設置された操作パネル部が設けられているとともに、その演奏操作子部や操作パネル部の
表面を開閉する蓋部が設けられた楽器が演奏に用いられている。このような楽器では、蓋
部を楽器本体に取り付けるための蓋固定部および操作パネル部は、ねじやナット等の固定
部材を用いて楽器本体に固定されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特許第３４０５１６６号公報
【発明の開示】
【０００３】
　しかしながら、従来の楽器では、操作パネル部や蓋固定部を楽器本体に固定するための
固定部材の部品点数が多いため、組み付け作業が煩雑になるという問題がある。また、経
時的に固定部材に緩みが生じて操作パネル部や蓋固定部にがたつきが生じるという問題も
有している。
【０００４】
　本発明は、前述した問題に対処するためになされたもので、その目的は、部品点数が少
ない固定部材で操作パネル部や蓋固定部を楽器本体に容易に組み付けることができ、長期
間使用してもがたつきが生じない楽器を提供することである。
【０００５】
　前述した目的を達成するため、本発明にかかる楽器の構成上の特徴は、演奏操作子部が
設けられた楽器本体と、楽器本体における演奏操作子の後方に設けられた操作パネル部と
、楽器本体における操作パネルの後方に取り付けられた蓋固定部と、蓋固定部の前部にヒ
ンジ部を介して回動可能に連結され回動することにより演奏操作子部と操作パネル部との
表面を開閉する蓋部と、蓋固定部の前部に固定された係止部材と、操作パネル部を楽器本
体に固定する固着部材とを備え、蓋固定部の後部を固定部材によって楽器本体に固定し、
蓋固定部の前部を係止部材と固着部材との係合によって楽器本体と操作パネル部とに対し
て固定することにある。
【０００６】
　このように構成した本発明に係る楽器においては、固着部材を用いて操作パネル部を楽
器本体に固定している。そして、固着部材と係合可能な係止部材を蓋固定部に固定して、
係止部材を固着部材に係合させることにより蓋固定部材を楽器本体に固定している。した
がって、従来の楽器のように、操作パネル部や蓋固定部の各部分を多数のねじ等によって
固定していくといった面倒な作業が不要になり、操作パネル部や蓋固定部の楽器本体への
組み付けが容易になる。また、係止部材および固定部材が蓋固定部の下面に固定され、係
止部材と固着部材とは互いに係合可能な係合片と係合穴とによって係合するようにするこ
とが好ましい。さらに、楽器本体が側板を備えており、操作パネル部は固着部材によって
側板に固定されることが好ましい。
【０００７】
　また、本発明にかかる楽器の他の構成上の特徴は、楽器本体が備える側板に取り付けら
れたダンパ機構本体と、一端がダンパ機構本体に回動自在に保持され、他端が蓋部に回動
自在に保持されたステーとを備えたことにある。これによると、蓋部は、開閉動作の支点
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になる部分が蓋固定部にヒンジ連結され、開閉移動する部分がダンパ機構本体とステーを
介して楽器本体の側板に連結されるため、蓋部の取り付けがより確実になる。
【０００８】
　また、ダンパ機構本体とステーとからなるダンパ機構としては、蓋部を持ち上げて開く
ときには抵抗力が小さくなって蓋部を開けやすくなり、蓋部を降下させて閉じるときには
抵抗力が大きくなって蓋部が徐々にしか降下しないように構成されたものを用いている。
したがって、蓋部の開閉動作は、ダンパ機構によって衝撃が少ない状態で行われるように
なり、長期間使用しても操作パネル部や蓋固定部の楽器本体への固定部分に緩みが生じ難
くなる。
【０００９】
　また、本発明にかかる楽器では、蓋固定部を楽器本体の上部に取り付け、蓋固定部の上
面に飾り板を設けることもできる。この飾り板は、楽器の見栄えをよくするための装飾と
しての機能、および楽器が発生する楽音を前方に向けて反射させて音質を向上させる反射
板としての機能を備えたものである。この飾り板を蓋固定部の上面に取り付けることによ
り、蓋固定部を押さえ付ける重りとしての機能も生じ、蓋固定部の楽器本体への固定をよ
り強固にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態を図面を用いて説明する。図１ないし図３は、本発明にかか
る楽器としての電子鍵盤楽器Ｍを示している。この電子鍵盤楽器Ｍは、楽器本体１０と、
楽器本体１０の表面（上面）を開閉する蓋部２１とダンパ機構３０とを備えた蓋機構２０
と、楽器本体１０の後部中央を支持する脚体ユニット４０と、楽器本体１０の前部両側を
それぞれ支持する脚部４７ａ，４７ｂとを備えている。また、楽器本体１０の後部には、
脚体ユニット４０の両側部と上端部とを囲んだ門形の飾り板５０が取り付けられている。
【００１１】
　楽器本体１０は、図１および図２の状態（演奏者側から見た状態であり、以下この方向
に基づいて説明する。）で左右方向に長くなった箱状に形成され、両側部を構成する側板
１０ａ，１０ｂの内面における上部手前側部分に、それぞれ拍子木１１ａ，１１ｂが取り
付けられている。そして、拍子木１１ａ，１１ｂ間に、電子鍵盤楽器Ｍを演奏するための
複数の鍵からなる本発明の演奏操作子部としての鍵盤部１２が設けられている。
【００１２】
　また、楽器本体１０の上面における鍵盤部１２の後方に、複数の楽音パラメータ設定操
作子等が設置された操作パネル部１３が設けられている。そして、楽器本体１０の上面に
おける操作パネル部１３の後方に、鍵盤部１２および操作パネル部１３よりも高さが高く
なった蓋固定部２２が取り付けられ、蓋固定部２２の前端面に、折り畳み式の蓋部２１が
ヒンジ連結されている。
【００１３】
　また、図４に、電子鍵盤楽器Ｍから、蓋部２１、蓋固定部２２および飾り板５０を取り
外すとともに、楽器本体１０の後部側部分の内部を露呈させた状態を示している。図４に
示したように、楽器本体１０内には、各種の回路基板等で構成される電子回路部１４が設
置されている。また、楽器本体１０内における鍵盤部１２および操作パネル部１３の下方
には、押鍵操作による押鍵力等を検出するための検出装置や、鍵の上下限位置を規制した
り押鍵された鍵を上限位置に復帰させたりするための復帰機構等（図示せず）が設置され
ている。検出装置は、アクチュエーター、センサ、スイッチ基板等で構成され、復帰機構
は、復帰ばね、鍵の下限位置や上限位置を規制するストッパ等で構成されている。
【００１４】
　また、楽器本体１０の後部における略中央には、凹部１５が形成され、楽器本体１０の
後部両側には、切り欠き凹部１６ａ，１６ｂが形成されている。凹部１５からは、電子鍵
盤楽器Ｍを他の機器と接続するための接続コード１５ａを引き出せるようになっている。
また、図５に示したように、楽器本体１０の底板１０ｃの左側端部は、固定部材１７とね
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じ１８とによって側板１０ａの内面下端部に固定され、底板１０ｃの後端部は、固定部材
１７等と同様の固定部材（図示せず）によって背面板（図１および図４参照）１０ｄの内
面下端部に固定されている。
【００１５】
　蓋固定部２２は、楽器本体１０の平面視における後部側部分（図４における操作パネル
部１３の後方側部分）と略同一形状の板体で構成されており、下面後端縁部における両側
部分と中央部分とが、固定部材１７ａ，１７ｂ，１７ｃによって楽器本体１０の背面板１
０ｄに固定されている。また、蓋固定部２２の下面における左側の端部近傍には、図５に
示したように、係止部材２３が、ねじ２４ａによって固定されている。この係止部材２３
は、蓋固定部２２の下面に固定された固定片２３ａと、操作パネル部１３の後端面部１３
ａに沿って下方に延びる垂直片２３ｂと、垂直片２３ｂの下端から後方に向かって水平に
延びる係合片２３ｃとで構成されている。
【００１６】
　また、操作パネル部１３の左端部側部分は、固着部材２５によって、楽器本体１０の側
板１０ａに固定されている。固着部材２５は、側板１０ａの後部側の上部に固定された固
定片２５ａと、上部が操作パネル部１３の後端面部１３ａに沿い、下部が後端面部１３ａ
の下方に延びた係合片２５ｂと、係合片２５ｂの右側（図５では左側）の端部から操作パ
ネル部１３の下面に沿って前方に向かって水平に延びた垂直片２５ｃと、垂直片２５ｃの
上端縁部における先端部と略中央部とから垂直方向に突出したねじ止め部２５ｄ，２５ｅ
とで構成されている。そして、係合片２５ｂの上部側部分の中央に水平方向に延びる係合
穴部２５ｆが形成されている。
【００１７】
　固定片２５ａは、ねじ２４ｂによって側板１０ａに固定され、ねじ止め部２５ｄ，２５
ｅは、ねじ２４ｃによって、操作パネル部１３の下面に形成されたボス部１３ｂ，１３ｃ
に固着されている。そして、係止部材２３と固着部材２５とは、係合片２３ｃが係合穴部
２５ｆに挿入されることにより係合しており、この係合によって、側板１０ａ、操作パネ
ル部１３および蓋固定部２２が連結されている。
【００１８】
　側板１０ａの内面上部には、拍子木１１ａが固定部材１９とねじ１９ａとを介して固定
されており、側板１０ａの内面における拍子木１１ａの後方には、ダンパ機構３０が取り
付けられている。このダンパ機構３０は、楽器本体１０側に取り付けられたダンパ機構本
体３１と、ダンパ機構本体３１と蓋部２１とを連結するステー３２とで構成されている。
ダンパ機構本体３１は、トルク軸３３を備えたトルク軸ユニット（本体側部分は図示せず
）と回動部材３４とを備えている。
【００１９】
　トルク軸ユニットは、円筒状の本体の内部に円筒状の摩擦部材を組み込み、摩擦部材の
内部にトルク軸３３を組み込んで構成されている。また、トルク軸ユニットは、本体に対
するトルク軸３３の一方向への回転を自由にし、他方向への回転をし難くするクラッチ機
構も備えている。そして、摩擦部材とクラッチ機構との作用により、トルク軸ユニットは
、トルク軸３３が図５における時計回り方向に回転する際にその回転に対する抵抗力が大
きくなり、反時計回り方向に回転する際の回転に対する抵抗力が小さくなるように構成さ
れている。
【００２０】
　また、回動部材３４は、長円形の板状体で構成されており、一端側に形成された穴部に
トルク軸３３を通した状態でトルク軸３３に固定され、トルク軸３３を中心として回動す
る。そして、回動部材３４の他端側にはステー３２の一端部（下端部）が回動可能な状態
で取り付けられている。ステー３２の下端部には支軸３５が設けられており、この支軸３
５が回動部材３４の他端側に設けられた穴部に回動可能に組み付けられている。
【００２１】
　蓋部２１は、後蓋２１ａと前蓋２１ｂとで構成され、蓋部２１を閉じた状態（図３に実



(5) JP 4479246 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

線で示した状態）での蓋固定部２２の前端面上端縁部と後蓋２１ａの後端面上端縁部とが
蝶番２６ａによって連結され、後蓋２１ａの前端面上端縁部と前蓋２１ｂの後端面上端縁
部とが蝶番２６ｂによって連結されている。このため、図３に二点鎖線で示した状態から
、後蓋２１ａと前蓋２１ｂとを蝶番２６ａを中心として前方に回転させ、さらに、前蓋２
１ｂを蝶番２６ｂを中心として前方に回転させることにより、蓋部２１で鍵盤部１２およ
び操作パネル部１３を覆うことができる。
【００２２】
　また、図１および図２の状態における後蓋２１ａの左側の端部側部分に、ステー３２の
他端部（上端部）が後蓋２１ａに対して回動可能な状態で設けられている。後蓋２１ａに
は、支軸３６を備えた連結部３７が取り付けられており、支軸３６に、ステー３２の上端
部近傍に設けられた穴部が回動可能に組み付けられている。このため、蓋部２１の回動に
ともなって、ステー３２が動いて回動部材３４が回動し、ダンパ機構本体３１がその動き
をし難くしている。そして、前蓋２１ｂの下面前端部における中央に、蓋部２１を開いて
折り畳んだ際に蓋部２１を起立状態に支持するとともに、蓋部２１を閉じた際に楽器本体
１０の上面前端部に当接して蓋部２１を水平状態に維持させる支持部２７が設けられてい
る。
【００２３】
　脚体ユニット４０は、楽器本体１０の下面における後部中央に、一体的に連結されて、
楽器本体１０の後部を支持しており、左右方向および上下方向に長くなった箱状に形成さ
れている。この脚体ユニット４０は、中央に位置する回路部品収容部４０ａと、回路部品
収容部４０ａの両側に設けられたスピーカーボックス４１ａ，４１ｂとで構成されている
。回路部品収容部４０ａは直方体の箱状に形成されている。そして、回路部品収容部４０
ａの下部には、ペダル４２ａ，４２ｂ，４２ｃが水平方向に一定間隔を保って設けられて
いる。
【００２４】
　回路部品収容部４０ａの前壁部４０ｂの下部には、穴部４３ａ，４３ｂ，４３ｃが形成
されており、ペダル４２ａ，４２ｂ，４２ｃは、前部側部分をそれぞれ穴部４３ａ，４３
ｂ，４３ｃから前方に突出させて上下に移動可能な状態で取り付けられている。回路部品
収容部４０ａ内における下部側部分は、穴部４３ａ，４３ｂ，４３ｃによって通気可能に
なっている。また、回路部品収容部４０ａの下部におけるペダル４２ａ，４２ｂ，４２ｃ
の近傍には、ペダルセンサや駆動用回路基板等（図示せず）が設けられている。さらに、
回路部品収容部４０ａの後壁部には、凹部からなる電源取り入れ口４４が形成され、その
周縁部に通気孔（図示せず）が形成されている。そして、回路部品収容部４０ａの後壁部
の内面に、電源トランス、回路基板、アンプ等の各種の機器が取り付けられている。
【００２５】
　スピーカーボックス４１ａ，４１ｂは左右対称に形成された三角柱状の箱体で構成され
ており、回路部品収容部４０ａの両側に設置されている。そして、スピーカーボックス４
１ａ，４１ｂ内には、それぞれ楽音を発生するためのスピーカー（図示せず）が設置され
ている。これらの電子鍵盤楽器Ｍが備える電子回路や各種の機器等は、配線（図示せず）
によって接続されている。また、スピーカーボックス４１ａ，４１ｂと回路部品収容部４
０ａとの間の仕切り壁部には通気孔（図示せず）がそれぞれ設けられ、スピーカーボック
ス４１ａ，４１ｂの前面部は、音を通過させやすくするために多孔板で構成されている。
【００２６】
　そして、スピーカーボックス４１ａ，４１ｂの外側面における下端部には、アングルか
らなる取付け用金具４５ａ，４５ｂが取り付けられている。また、回路部品収容部４０ａ
の下面後端部における両端部と中央部とにそれぞれ、支持突起４６ａ，４６ｂ，４６ｃが
設けられている。この支持突起４６ａ，４６ｂ，４６ｃによって、脚体ユニット４０は、
下面が直接床面に接触しないように支持されている。
【００２７】
　また、脚部４７ａ，４７ｂは、それぞれ楽器本体１０の前部における両端部に固定され
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て、楽器本体１０の前部を支持している。この脚部４７ａ，４７ｂの上部における内側部
および後側部は、補強部材４８ａ，４８ｂを介して楽器本体１０の下面にも接続されてお
り、これによってより強固に楽器本体１０に連結されている。また、脚部４７ａ，４７ｂ
の下端面にも支持突起４９ａ，４９ｂが設けられており、電子鍵盤楽器Ｍの本体部分は、
支持突起４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４９ａ，４９ｂによって、床面との間に所定の隙間を
設けて設置されている。
【００２８】
　飾り板５０は、上部中央を構成する中央部５１と、中央部５１の両側から下方に延びた
左側部５２ａと右側部５２ｂとを組み付けて構成されており、中央部５１を蓋固定部２２
の上面に取り付け、左側部５２ａと右側部５２ｂとをそれぞれ脚体ユニット４０の側面に
沿わせた状態で取り付けられている。そして、左側部５２ａと右側部５２ｂの裏面下端部
における内部側部分を、ねじ５３によって取付け用金具４５ａ，４５ｂに固定することに
より、電子鍵盤楽器Ｍの本体側に取り付けられている。
【００２９】
　このように構成された電子鍵盤楽器Ｍを用いて演奏する際には、まず、電源取り入れ口
４４を介して電源を接続するとともに、接続コード１５ａを演奏に必要な機器、例えばコ
ントローラ等に接続して演奏可能な状態にする。つぎに、蓋部２１を開いて、鍵盤部１２
および操作パネル部１３を露呈させる。この場合、まず、図３に実線で示した状態から前
蓋２１ｂを上方に持ち上げて、蝶番２６ｂを中心として回転させ後蓋２１ａの上方に重ね
る。ついで、重なった状態の後蓋２１ａと前蓋２１ｂとを上方に持ち上げて、蝶番２６ａ
を中心として回転させ図３に二点鎖線で示した状態にする。
【００３０】
　後蓋２１ａと前蓋２１ｂとが蝶番２６ａを中心として上方に回転する際に、ステー３２
は後蓋２１ａに引っ張られて上方に移動しようとする。また、トルク軸ユニットは、トル
ク軸３３が反時計回りに回転する際には、回転に対する抵抗力が小さくなるように構成さ
れているため、ステー３２の上昇に追従してトルク軸３３は容易に回転する。このため、
後蓋２１ａと前蓋２１ｂとを上方に回転させて開く操作がスムーズに行える。また、折り
畳まれて回転した後蓋２１ａと前蓋２１ｂとは、支持部２７に支持されて起立状態を維持
する。
【００３１】
　そして、スイッチをオン状態にして、鍵盤部１２の各鍵、操作パネル部１３の操作子お
よびペダル４２ａ，４２ｂ，４２ｃ等を操作する。これによって、電子鍵盤楽器Ｍは、鍵
盤部１２、操作パネル部１３の各種の操作子およびペダル４２ａ，４２ｂ，４２ｃ等が有
する機能に応じて、スピーカーから楽音、効果音などを発生させる。この場合、スピーカ
ーから発生する楽音、効果音などのうち後方に向って広がる楽音等は、飾り板５０によっ
て前方に反射されより良好な音質となって演奏者に聞こえる。
【００３２】
　また、演奏が終了すると、スイッチをオフ状態にして蓋部２１を閉じる。この場合、ま
ず、図３に二点鎖線で示した状態から重なった状態の後蓋２１ａと前蓋２１ｂとを、蝶番
２６ａを中心として前方に向けて回転させる。この際、ステー３２は後蓋２１ａに押され
て下方に移動しようとする。このとき、ステー３２は反作用の法則によって、後蓋２１ａ
を上方に押圧し、この力が蝶番２６ａを介して蓋固定部２２の前方部分を押し上げようと
する。この力に耐えるように係止部材２３と固着部材２５とによって楽器本体１０の側板
１０ａに蓋固定部２２を固定している。
【００３３】
　また、トルク軸ユニットは、トルク軸３３が時計回りに回転する際には、回転に対する
抵抗力が大きくなるように構成されているため、トルク軸３３は、ステー３２を介して負
荷される蓋部２１の荷重によりゆっくりと回転する。このため、蓋部２１は、蓋固定部２
２や楽器本体１０に衝撃を与えることなく徐々に下降していく。
【００３４】
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　そして、前蓋２１ｂを上方に持ち上げて、蝶番２６ｂを中心として前方に回転させて図
３に実線で示した状態にする。この場合、蓋部２１は、支持部２７に支持されて水平状態
を維持する。また、蓋部２１の開閉操作の際に、蓋固定部２２には、大きな荷重が負荷さ
れるが、固定部材１７ａ，１７ｂ，１７ｃおよび係止部材２３と固着部材２５との係合等
によって、蓋固定部２２は、楽器本体１０にしっかりと固定されているため、がたつくこ
とがない。また、蓋固定部２２の上面には、飾り板５０が取り付けられ、この飾り板５０
が蓋固定部２２を下方に押え付ける重りになっているため、蓋固定部２２の楽器本体１０
への固定がより確実になる。
【００３５】
　このように、本実施形態に係る電子鍵盤楽器Ｍでは、操作パネル部１３の楽器本体１０
への固定を固着部材２５を用いて行っている。そして、蓋固定部２２に、固着部材２５と
係合可能な係止部材２３を固定して、係止部材２３を固着部材２５に係合させることによ
り蓋固定部２２の左側端部における前部を楽器本体１０に固定している。したがって、操
作パネル部１３や蓋固定部２２の全体にわたる各部分を多数のねじ等によって固定してい
くといった面倒な作業が不要になり、操作パネル部１３や蓋固定部２２の楽器本体１０へ
の組み付けが容易になる。
【００３６】
　また、蓋固定部２２は、表面から見えない下面後部が固定部材１７ａ等によって楽器本
体１０の背面板１０ｄに固定され、下面前部が係止部材２３と固着部材２５とによって楽
器本体１０の側板１０ａに固定されている。したがって、蓋固定部２２は、固定部材１７
ａ等を表面に露呈させず、かつ前部をぐらつかせることなく固定されている。
【００３７】
　また、楽器本体１０側にダンパ機構本体３１を取り付け、このダンパ機構本体３１と後
蓋２１ａとをステー３２で連結している。このため、蓋部２１を閉じる際の衝撃がなくな
り、電子鍵盤楽器Ｍを長期間使用しても操作パネル部１３や蓋固定部２２の楽器本体１０
への固定部分に緩みが生じ難くなる。さらに、蓋固定部２２の上面に飾り板５０を取り付
けているため、電子鍵盤楽器Ｍの見栄えがよくなるとともに、電子鍵盤楽器Ｍが発生する
楽音の音質が向上する。また、この飾り板５０によって、蓋固定部２２が楽器本体１０に
押さえ付けられるようになり、蓋固定部２２の楽器本体１０への固定がより強固になる。
【００３８】
　また、本発明に係る電子鍵盤楽器Ｍは、前述した実施形態に限定するものでなく、適宜
変更実施が可能である。例えば、前述した実施形態では、楽器を電子鍵盤楽器として、演
奏操作子部を鍵盤部としているが、本発明に係る楽器は、これに限定するものでなく、演
奏操作をするための演奏操作子部と操作パネル部とを備え、かつ開閉蓋部を楽器本体に取
り付けるための蓋固定部を備えた楽器であればよい。
【００３９】
　また、係止部材や固着部材の形状についても楽器を構成する他の部分の構造に応じて適
宜変更することができる。さらに、前述した実施形態では、飾り板を、別体からなる中央
部、左側部および右側部を組み付けたもので構成しているが、この飾り板は一体のもので
構成してもよい。その他、本発明に係る楽器を構成する他の部分についても、本発明の技
術的範囲内で適宜変更して実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子鍵盤楽器を示す平面図である。
【図２】図１の電子鍵盤楽器の正面図である。
【図３】図１の電子鍵盤楽器の側面図である。
【図４】図１の電子鍵盤楽器から飾り板、天板部および蓋部を取り外した状態を示す平面
図である。
【図５】係止部材と固着部材との係合状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
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【００４１】
　１０…楽器本体、１０ａ，１０ｂ…側板、１２…鍵盤部、１３…操作パネル部、２１…
蓋部、２２…蓋固定部、２３…係止部材、２５…固着部材、２６ａ…蝶番、３０…ダンパ
機構、３１…ダンパ機構本体、３２…ステー、３３…トルク軸、３４…回動部材、Ｍ…電
子鍵盤楽器。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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